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八
月
一
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
春
、
前
任
地
の
群
馬
森
林
管
理
署
で
下
刈
・
獣
害
防
除
作
業
を
発
注
す
る
際
、

落
札
者
の
決
定
方
法
が
造
林
請
負
事
業
で
は
珍
し
い
総
合
評
価
落
札
方
式
だ
っ
た
た
め
事

業
費
を
調
べ
る
と
、
総
額
八
千
万
円
弱
の
う
ち
下
刈
に
係
る
分
は
二
千
万
円
ほ
ど
で
、
残

り
は
獣
害
防
除
の
経
費
（
ポ
リ
被
覆
設
置
、
忌
避
剤
塗
布
）
で
し
た
。
つ
ま
り
、
被
害
を

も
た
ら
す
動
物
（
こ
の
場
合
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
）
が
適
正
密
度
以
下
で
あ
れ
ば
、
事
業
費
の

う
ち
六
千
万
円
弱
は
つ
る
切
り
・
除
伐
や
林
業
専
用
道
の
作
設
等
別
の
作
業
に
使
え
た
わ

け
で
す
。

　

群
馬
県
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
四
年
の
県
内
の
シ
カ
の
推
定
生
息
頭
数
は
一
七
、
一
八
五

頭
と
、
平
成
九
年
の
七
、
六
〇
〇
頭
に
比
べ
十
四
年
間
で
約
二
・
三
倍
に
増
加
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
福
島
県
で
も
、
群
馬
県
や
栃
木
県
の
積
雪
の
少
な
い
地
域
で
越
冬
し
た
シ
カ

が
檜
枝
岐
村
の
尾
瀬
地
域
に
侵
入
し
、
生
物
多
様
性
や
景
観
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
野
生
鳥
獣
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
シ
カ
の
雌
は
二
歳
に
な
れ
ば
毎
年
一
頭
の
子

供
を
出
産
し
、
優
に
十
年
以
上
は
生
き
る
た
め
、
シ
カ
の
年
間
増
加
率
は
冬
季
に
エ
サ
の

確
保
が
難
し
い
多
雪
地
域
で
一
五
㌫
程
度
、
雪
の
少
な
い
地
域
で
は
二
〇
㌫
に
達
す
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
学
術
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
〇
㌢
以
上
の
積
雪
が
あ
る
日
が
延
べ
十
日
未

満
で
あ
れ
ば
通
年
生
息
で
き
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
環
境

省
は
「
積
雪
の
少
な
い
西
日
本
や
東
日
本
の
太
平
洋
側
で
は
、
分
布
が
拡
大
し
て
い
く
可

能
性
が
高
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
の
た
め
野
生
鳥
獣
の
肉
に
お
け
る
放
射
性
核
種
の
濃
度
が
基
準
値
を
超
え
る

福
島
県
で
、
仮
に
捕
獲
圧
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
す
る
と
、
十
年
後
の
シ
カ
個
体
数
は
中
通

り
や
浜
通
り
で
は
六
倍
強
、
雪
深
い
会
津
西
部
で
も
四
倍
に
な
る
と
計
算
さ
れ
ま
す
。
適

正
レ
ベ
ル
を
超
え
た
シ
カ
の
生
息
密
度
を
下
げ
る
に
は
、
経
験
上
、
少
な
く
と
も
五
年
間

に
わ
た
り
生
息
数
の
三
割
前
後
を
毎
年
捕
獲
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ハ
ン
タ
ー
の
減
少
・

高
齢
化
が
進
む
昨
今
、
こ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
手
遅
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
対
策
を
今
の
う
ち
か
ら
用
意
し
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。

福島森林管理署長　　　　　　
長　江　恭　博

野生鳥獣被害対策の重要性
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平
成
三
〇
年
の
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭

の
本
県
開
催
決
定
を
記
念
し
、
八
月
二
二

日
（
土
）
に
、
全
国
植
樹
祭
開
催
予
定
地

で
あ
る
南
相
馬
市
の
海
岸
防
災
林
に
お
い

て
、
森
林
・
林
業
活
性
化
推
進
福
島
県
議

会
議
員
連
盟
（
以
下
、「
議
員
連
盟
」
と

い
う
。）
に
よ
る
植
樹
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
員
連
盟
は
、
平
成
元
年
に
設
立
さ

れ
、
現
在
、
県
議
会
議
員
全
員
が
加
入
し
、

福
島
県
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
活

性
化
推
進
に
向
け
た
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
全
国
植
樹
祭
の

招
致
に
向
け
た
活
動
も
行
っ
て
き
て
お

り
、
平
成
三
〇
年
の
本
県
開
催
決
定
を
記

念
す
る
と
と
も
に
、
震
災
か
ら
の
一
日
も

早
い
復
興
を
祈
り
、
開
催
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

植
樹
式
当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
も
あ

が
り
、
議
員
連
盟
会
員
、
南
相
馬
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
に
加
え
、
地

元
の
お
子
さ
ん
や
ご
父
兄
の
皆
さ
ん
な

「
森
林
・
林
業
活
性
化
推
進
福
島
県
議
会
議
員
連
盟
の
森
」

植
樹
式
の
開
催
に
つ
い
て

福
島
県
森
林
計
画
課

ど
、
約
一
五
〇
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
連
盟
会
長
、
来
賓
の
挨
拶
に
引
き

続
き
、
植
樹
式
開
催
を
記
念
し
た
標
柱
の

設
置
、
代
表
者
に
よ
る
ハ
マ
ナ
ス
の
植
栽

を
行
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
で
ク
ロ
マ
ツ

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
樹
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
殊
な
機
材
を
使
っ
て
の
植
穴
掘
り

や
、
植
え
付
け
後
の
根
元
に
育
樹
マ
ッ
ト

を
設
置
し
て
竹
串
を
打
ち
込
み
固
定
す
る

な
ど
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
慣
れ
な
い
作

業
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
皆
で
協
力

し
合
い
な
が
ら
、
四
〇
〇
平
方
㍍
の
区
域

に
四
〇
〇
本
の
苗
木
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
植
樹
活
動
に
汗
を
流
し
た
海

岸
防
災
林
を
バ
ッ
ク
に
、
参
加
者
全
員
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
写
真
に
写
っ

た
参
加
者
は
、
皆
、
爽
や
か
な
笑
顔
で
す
。

　

植
栽
さ
れ
た
苗
木
が
将
来
、
海
岸
防
災

林
の
再
生
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
平
成
三

〇
年
に
は
、
大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

参加者全員による植樹活動

記念標柱の前で議員連盟による記念撮影 参加者全員による記念撮影
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福
島
県
に
お
け
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
現
状
に
つ
い
て

１　

は
じ
め
に

　
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
は
「
木
材
（
立

木
）」
か
ら
な
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物

資
源
（
ｂ
ｉ
ｏ
）
の
量
（
ｍ
ａ
ｓ
ｓ
））」

の
こ
と
で
、
意
味
と
し
て
は
「
再
生
可
能

な
、
木
材
由
来
の
有
機
性
資
源
」
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
直
訳
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る

と
、
立
木
か
ら
生
産
さ
れ
る
も
の
す
べ

て
、
用
材
や
製
紙
原
料
と
い
っ
た
も
の
も

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
般
的

に
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
は
、
木
材
の

生
産
活
動
に
伴
う
副
産
物
で
あ
る
未
利
用

間
伐
材
・
林
地
残
材
（
枝
葉
、
梢
、
端
材
、

低
質
材
等
）
や
、
製
材
工
場
等
の
残
材

（
樹
皮
や
端
材
等
）
の
他
、
廃
棄
物
系
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
（
住
宅
の
解
体
材
な
ど
）

を
指
し
、
そ
の
利
用
用
途
と
し
て
は
主
に

燃
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

県
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
本
県
の
森
林
の
再

生
と
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
の
重
要
施
策
で
あ
り
、
復
興
に
向
け
た

主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
柱
に
も
繋
が

る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
五
年
三
月
に
策
定
し
た
「
福
島

県
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
安
定
供
給
の
手
引

き
」
で
は
、
本
県
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
目
的
を
次
の
と

お
り
と
し
て
い
ま
す
。

　

・
県
産
材
の
有
効
利
用
に
よ
る
林
業
・

木
材
産
業
の
振
興

　

・
森
林
整
備
の
促
進

　

・
山
村
地
域
の
活
性
化

　

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上

　

・
廃
棄
物
の
利
活
用
に
よ
る
、
循
環
型

社
会
の
形
成

　

・
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
よ
る
地

球
温
暖
化
防
止

　

県
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
施
設
（
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
）
に

お
い
て
平
成
二
六
年
度
に
利
用
さ
れ
た
木

質
燃
料
（
丸
太
・
林
地
残
材
、
工
場
発
生

残
材
、
建
築
発
生
材
等
）
は
、
六
〇
万
㌧

程
度
で
し
た
（
主
に
外
材
を
利
用
す
る
混

焼
施
設
を
除
く
）。

　

木
質
燃
料
は
、
従
来
か
ら
暖
房
や
給
湯

施
設
、
木
材
乾
燥
な
ど
の
用
途
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
発
電
へ
の

利
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
震
災

を
契
機
に
、
近
隣
か
ら
の
燃
料
調
達
が
比

較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
対

策
を
兼
ね
て
木
質
燃
料
の
利
用
施
設
が
導

入
さ
れ
る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

３　

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
に
つ
い
て

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
施
設
は
近
年

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に
発
電
施
設
に

つ
い
て
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
買

取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
で
未
利
用
材
利
用
の

場
合
の
買
い
取
り
価
格
が
比
較
的
高
価
に

設
定
さ
れ
て
い
る
（
一
㌗
ア
ワ
ー
当
た
り

二
、
〇
〇
〇
㌗
未
満
の
施
設
四
〇
円
＋

税
、
二
、
〇
〇
〇
㌗
以
上
の
施
設
三
二
円

＋
税
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
県
内
外
を
問
わ

ず
多
く
の
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
県
内
で
の
木
質
燃
料
利
用
量

約
六
〇
万
㌧
の
う
ち
、
製
材
端
材
な
ど
を

除
く
国
産
材
由
来
の
丸
太
の
量
は
約
一
二

万
㌧
で
あ
り
、
こ
れ
を
県
の
基
本
的
な
換

算
率
（
一
㌧
＝
一
・
四
立
方
㍍
）
で
換
算

す
る
と
一
七
万
立
方
㍍
程
度
の
原
木
利
用

量
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
三
月
七
日
に
策
定
し
た

「
福
島
県
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
安
定
供
給
指

針
」
に
よ
る
と
、
福
島
県
に
お
け
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
利
用
可
能
量
は
、
年

間
最
大
約
八
四
万
立
方
㍍
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
ま
だ
ま
だ
利
用
が
可

能
な
資
源
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設

は
、
大
規
模
な
施
設
で
あ
る
ほ
ど
木
質
燃

料
が
現
実
的
に
「
調
達
が
可
能
」
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
の
整
備
に

あ
た
り
、
事
前
調
査
が
必
要
な
点
と
し
て

次
の
よ
う
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

福
島
県
林
業
振
興
課
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・
集
材
可
能
地
域
に
お
け
る
燃
料
用
材

の
資
源
量
は
十
分
か

　
　
（
他
の
用
途
と
合
わ
せ
て
も
地
域
の

生
長
量
を
超
え
な
い
か
）

　

・
チ
ッ
プ
工
場
に
お
け
る
製
造
能
力
で

十
分
対
応
可
能
か

　
　
（
能
力
が
不
足
す
る
な
ら
製
造
施
設

等
の
整
備
が
必
要
）

　

・
素
材
生
産
・
供
給
能
力
、
担
い
手
は

十
分
か

　
　
（
燃
料
用
材
は
建
築
用
材
な
ど
の
生

産
に
合
わ
せ
て
生
じ
る
未
利
用
材
の
た

め
、
燃
料
用
材
外
の
需
要
増
加
の
見
込

み
、
増
加
す
る
そ
れ
ら
の
用
材
を
含
め

た
生
産
供
給
に
対
応
で
き
る
施
業
の
集

約
化
、
路
網
等
の
整
備
、
担
い
手
の
確

保
は
図
ら
れ
て
い
る
か
）

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

と
利
用
拡
大
を
図
り
、
持
続
的
に
森
林
資

源
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
燃
料
と

な
る
木
材
の
安
定
供
給
と
、
木
材
チ
ッ
プ

等
の
燃
料
製
造
施
設
の
整
備
、
ま
た
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
需
要
を
一
層
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
木
質
燃
料
の
安
定

供
給
に
向
け
て
作
業
道
の
整
備
や
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
、
燃
料
製
造
施
設
の
整

備
な
ど
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
需
要
創
出
を
図
る
た
め
、
公

共
施
設
等
の
ボ
イ
ラ
ー
や
民
間
施
設
の
ス

ト
ー
ブ
な
ど
、
木
質
燃
料
を
利
用
す
る
施

設
の
導
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４　

身
近
な
利
用
に
つ
い
て

　

現
在
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
利
用

す
る
大
型
施
設
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
従
来
、
木
材
を
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
の
一
部
と

し
て
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

し
た
。

　

燃
料
革
命
以
降
、
日
常
生
活
で
の
薪
や

炭
の
利
用
は
大
き
く
減
り
ま
し
た
が
、
近

年
、
燃
料
供
給
や
管
理
の
し
や
す
い
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
が
発
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
灯
油
暖
房
や
エ
ア
コ
ン

と
は
異
な
る
柔
ら
か
い
暖
か
み
や
、
燃
え

る
と
こ
ろ
を
見
て
楽
し
め
る
、
料
理
も
で

き
る
な
ど
、
通
常
の
暖
房
機
と
は
違
っ
た

点
を
求
め
て
家
庭
な
ど
に
導
入
さ
れ
る
事

例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

気
軽
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
利

用
・
体
験
で
き
る
こ
れ
ら
ス
ト
ー
ブ
の
利

用
に
つ
い
て
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

燃料の保管、供給が容易なペレットストーブ 最近の薪ストーブは副次燃焼機能が付き熱効
率が格段に向上しています
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（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化

協
会
で
は
、
去
る
八
月
十
七
日
（
月
）
に

二
本
松
市
及
び
安
達
郡
大
玉
村
に
お
い

て
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
森
林
・
林

業
体
験
事
業
（
現
地
体
験
型
）」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
キ
ノ
コ
の
魅
力
や
、
森

林
の
も
つ
癒
し
の
効
果
を
体
験
し
、
森

林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

体
験
事
業
に
参
加
さ
れ
た
岩
瀬
農
業
高

校
の
皆
さ
ん
か
ら
、
感
想
文
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
森
林
・
林
業
体
験
事
業
に
参
加
し
て
」

　

今
回
、
岩
瀬
農
業
高
校
園
芸
科
三
年
六

名
、
生
物
工
学
科
一
年
五
名
の
生
徒
十
一

名
、
引
率
一
名
で
、
キ
ノ
コ
生
産
施
設
体

験
と
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
の
内
容
を
中
心

と
し
た
「
森
林
林
業
体
験
事
業
（
現
地
体

験
型
）」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
校
出
発
後
、
早
速
バ
ス
の
中
で
、

「
福
島
県
の
き
の
こ
生
産
に
関
す
る
現
状
」

に
つ
い
て
、
職
員
の
方
に
し
っ
か
り
事
前

学
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ナ
メ
コ
の
栽
培
施
設
見
学
後
、
実
際
に
ナ

メ
コ
の
収
穫
を
行
い
、
隣
接
す
る
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
「
東
和
季
の
子
工
房
」
に
て
収

穫
キ
ノ
コ
を
用
い
た
ピ
ザ
作
り
の
体
験
と

昼
食
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
生
徒
た

ち
は
「
栽
培
の
現
場
を
見
た
の
は
初
め

て
。」「
採
れ
た
て
の
鮮
度
が
あ
る
か
ら
実

現
可
能
な
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
食
感
を
味
わ

え
た
の
が
、
と
て
も
贅
沢
！
」
等
、
ど
れ

も
初
め
て
の
体
験
に
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
昼
食
後
、
担
当
講
師
の
武
藤
一
夫
氏

よ
り
、
自
身
の
就
農
か
ら
養
蚕
業
、
そ
の

後
の
ナ
メ
コ
栽
培
か
ら
現
在
の
農
業
と
農

家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
の
ス

タ
イ
ル
に
至
る
ま
で
や
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
と
農
業
が
抱
え
る
課
題
や
未
来
へ

の
展
望
な
ど
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
終

始
、
実
体
験
に
基
づ
く
説
得
力
の
あ
る
話

と
前
向
き
な
言
葉
の
選
び
方
に
、
生
徒
た

ち
も
ど
ん
ど
ん
惹
き
こ
ま
れ
、
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
、
大
玉
村
「
県
民
の
森
」
で
の
森

林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
で
は
、
も
り
の
案
内
人

で
あ
る
権
藤
齊
嗣
氏
と
平
野
健
一
氏
に
セ

ラ
ピ
ー
コ
ー
ス
の
散
策
案
内
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
参
加
生
徒
た
ち
は
「
松
ぼ
っ
く

り
の
エ
ビ
フ
ラ
イ
が
面
白
か
っ
た
！
」「
葉

の
ア
ー
ト
が
印
象
的
で
し
た
。」「
森
の
空

気
を
た
く
さ
ん
浴
び
て
体
も
心
も
す
っ
き

り
軽
く
な
っ
た
気
が
す
る
。」
等
、
早
く

も
森
林
セ
ラ
ピ
ー
効
果
を
感
じ
る
生
徒
も

い
た
よ
う
で
す
。
最
後
に
参
加
生
徒
た
ち

は
「
こ
の
学
び
を
今
後
の
自
身
の
進
路
を

決
定
す
る
う
え
で
大
切
な
道
し
る
べ
と
し

て
い
き
た
い
。」「
自
分
だ
け
の
学
び
や
経

験
と
せ
ず
、
友
人
や
家
族
に
も
今
日
の
出

来
事
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」
等
の
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
企
画
の
段
階
よ
り
協
会
職
員

の
方
に
は
色
々
と
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
農

業
高
校
の
実
態
に
沿
っ
た
内
容
を
考
え
て

頂
き
ま
し
た
。
食
育
も
含
ん
で
も
ら
う

等
、
入
口
を
広
く
持
っ
て
頂
い
た
お
か
げ

で
、
生
徒
た
ち
も
そ
こ
か
ら
森
林
の
役
割

や
現
状
に
つ
い
て
の
理
解
へ
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も
、
福
島

県
の
多
く
の
高
校
生
に
森
林
や
林
業
、
そ

し
て
農
業
の
力
に
実
際
に
触
れ
、
感
じ
、

考
え
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
こ
と
を

希
望
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
本
校
生
に
こ
の
よ
う
な
学

び
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、

こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
島
県
立
岩
瀬
農
業
高
等
学
校

　

教
諭　

藤
田
さ
と
み

感
想
文　

生
徒
氏
名

　

阿
部
寿
々
奈
、
大
甕　

泉
希
、
近
内

　

実
咲
、
鈴
木　

仁
美

収穫したキノコでピザ作り 森林セラピー体験「葉のアート」

森
林
・
林
業
体
験
事
業

�

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
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八
月
八
日
（
土
）
ふ
く
し
ま
県
民
の
森

フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
に
お
い
て

「
森
と
遊
ぶ
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

緑
の
少
年
団
や
各
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
森
の
中
で
遊
ぶ
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
と
の

ふ
れ
あ
い
を
取
り
戻
し
、
緑
の
少
年
団
活

動
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
森
林
づ
く
り
活
動

を
推
進
し
、
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
継

承
す
る
こ
と
を
目
的
に
福
島
県
と
当
協
会

が
共
催
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

交
流
会
に
は
県
内
の
小
学
生
及
び
保
護

者
、
県
内
の
緑
の
少
年
団
団
員
及
び
育
成

会
員
、
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
利
用
の
小
学

生
及
び
保
護
者
等
総
勢
二
四
一
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
午
前
中
が
木
工
ク
ラ
フ
ト
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
午
後
は
火
お
こ
し
体
験
、
キ
ッ

ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
丸
太
切
り
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
、
タ
ガ
回
し
、
自
然
観
察
会
、
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
Ｆ
Ｃ
選
手
と
の
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム

と
多
彩
な
内
容
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
に
分
散
し
て
行
う
た
め
、
混

乱
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
り
の
案
内

人
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
関
係
者
と
参

加
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
円
滑
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
自
分

が
一
番
し
た
い
こ
と
が
で
き
た
満
足
感
か

ら
か
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
し
た
。

　

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
後
、

分
散
し
て
い
た
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て

交
流
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
交
流
集
会

の
開
会
式
の
席
上
に
お
い
て
、
緑
や
森
林

に
関
す
る
活
動
、
地
域
に
お
け
る
奉
仕
的

な
活
動
を
行
う
な
ど
の
優
れ
た
緑
の
少
年

団
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推

進
機
構
か
ら
「
み
ど
り
の
奨
励
賞
」
を
授

与
さ
れ
た
矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年
団
（
矢

祭
町
）
に
、
渡
邉
裕
樹
福
島
県
緑
の
少
年

団
育
成
協
議
会
長
が
代
行
し
て
表
彰
状
を

伝
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
受
賞
し
た
当

該
少
年
団
か
ら
御
礼
と
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
緑
の
少
年
団

活
動
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
も
い
る
こ
と
か

ら
、
緑
の
少
年
団
活
動
に
つ
い
て
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
特
製
積

み
木
セ
ッ
ト
、
お
米
三
箱
（
一
箱
三
㌔
㌘

入
り
）、
モ
モ
三
箱
（
一
箱
一
、
八
㌔
㌘

入
り
）、
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
当
選
番
号
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
と
、
当
選
者
は
両
手
を
挙
げ
て
歓

声
を
上
げ
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
で
祝

福
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
の
後
、
参
加
者
た
ち
は
Ｊ
Ａ
福

島
中
央
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
協
賛
品
の

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト

の
詰
め
合
わ
せ
を
受
け
取
り
家
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
「
森
と
遊
ぶ
交
流

会
」
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し
ま
し

た
が
、
特
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

互
い
の
絆
を
深
め
、
夏
休
み
の
良
い
思
い

出
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ツリークライミング教室
（楽しくてもう降りたくない！）

福島ユナイテッドFC選手とミニサッカー
ゲームを楽しむ子どもたち

火おこし体験
（私は火おこしの名人かも）

森と遊ぶ交流集会
（みんなで集合記念写真撮影、

楽しい一日でした）

森
と
遊
ぶ
交
流
会

�

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
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平
成
二
七
年
度
は
、
別
表
の
よ
う
に
約

五
、
七
二
九
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
及
び
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

緑
の
募
金
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
地
域
の
緑
化
推
進
委
員
会
主
催

の
「
地
方
植
樹
祭
」
や
「
地
方
育
樹
祭
」、

緑
の
少
年
団
育
成
事
業
の
「
緑
の
少
年

団
活
動
実
績
発
表
大
会
」
や
「
緑
の
少

年
団
大
会
」、
学
校
緑
化
活
動
促
進
事

業
や
県
内
緑
化
公
募
事
業
等
の
学
校
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
対
象
と
し
た

緑
化
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、
本
県
の
緑

化
運
動
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

市・地方緑化推進委員会 募金目標額 募金実績額 達成率（％）
募　　金　　の　　種　　類

街頭募金 家庭募金 企業募金 職場募金 学校募金

福島市緑化推進委員会 9,300,000 3,911,138 42.1 111,250 0 1,669,957 722,884 1,407,047
伊達市緑化推進委員会 2,300,000 2,561,133 111.4 1,003 1,929,440 263,195 287,360 80,135
伊達郡緑化推進委員会 1,400,000 1,497,979 107.0 53,732 1,047,500 217,000 161,415 18,332
二本松市緑化推進委員会 2,100,000 0 0.0 0 0 0 0 0
本宮地域緑化推進委員会 1,300,000 1,567,054 120.5 124 918,190 437,596 123,284 87,860
国土緑化郡山市推進委員会 11,100,000 10,621,858 95.7 10,871 6,822,750 660,312 854,382 2,273,543
須賀川市緑化推進委員会 2,600,000 1,434,412 55.2 33,793 562 737,635 347,800 314,622
国土緑化岩瀬地方推進委員会 600,000 592,026 98.7 1,000 467,200 100 74,716 49,010
田村地方緑化推進委員会 2,600,000 3,438,946 132.3 46,347 2,361,300 405,646 572,015 53,638
国土緑化石川地方推進委員会 1,800,000 1,991,488 110.6 13,147 1,115,486 320,174 217,896 324,785
白河市緑化推進委員会 2,200,000 713,914 32.5 0 80,400 480,253 153,261 0
国土緑化西白河地方推進委員会 1,600,000 1,974,635 123.4 5,506 1,336,188 407,795 180,746 44,400
国土緑化東白川地方推進委員会 1,500,000 1,301,492 86.8 11,660 872,730 151,381 220,942 44,779
国土緑化会津若松市推進委員会 4,500,000 5,363,703 119.2 56,096 3,390,844 600,000 742,766 573,997
両沼地方緑化推進委員会 2,000,000 1,831,065 91.6 237 1,527,415 104,000 199,413 0
会津耶麻地方緑化推進委員会 1,200,000 1,363,972 113.7 871 1,004,400 80,000 136,798 141,903
喜多方市緑化推進委員会 2,000,000 2,405,489 120.3 46,013 1,603,500 302,000 453,976 0
南会津地方緑化推進委員会 1,400,000 1,737,060 124.1 60,881 1,414,061 69,000 170,158 22,960
相馬地方緑化推進委員会 4,400,000 362,792 8.2 0 0 0 362,792 0
双葉地方緑化推進委員会 2,600,000 0 0.0 0 0 0 0 0
いわき市緑化推進委員会 11,500,000 11,938,057 103.8 73,257 8,480,310 1,242,148 1,613,804 528,538

小　　　　　計 70,000,000 56,608,213 80.9 525,788 34,372,276 8,148,192 7,596,408 5,965,549
事　　務　　局 0 690,582 － 0 0 250,253 440,329 0
合　　　　　計 70,000,000 57,298,795 81.9 525,788 34,372,276 8,398,445 8,036,737 5,965,549

秋
季
緑
の
募
金
活
動
の
実
施
に

つ
い
て

　

秋
季
緑
の
募
金
活
動
は
九
月
一
日
か
ら

十
月
三
一
日
ま
で
の
二
ヶ
月
間
を
「
地
球

温
暖
化
防
止
等
に
向
け
た
緑
の
募
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、「
緑
の
羽
根
」
着

用
の
呼
び
か
け
、
緑
の
募
金
箱
の
設
置
等

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
八
月
に
広
島
県
で
起
き
た
記
録
的

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
や
、
本
年

九
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
お
い
て
、
本

県
は
河
川
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
等
で
大
き
な

被
害
を
受
け
、
茨
城
県
、
宮
城
県
で
は
広

域
的
に
冠
水
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
全

国
各
地
で
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
と
思

わ
れ
る
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
そ

う
し
た
自
然
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
、
緑
化
推
進
、
森
林
の
整
備
等
、
緑

の
募
金
を
通
じ
た
諸
活
動
に
つ
い
て
一
層

の
進
展
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

募
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
益

社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協

会 

緑
化
推
進
局 

緑
化
推
進
課
（
旧
福
島

県
緑
化
推
進
委
員
会
）
ま
た
は
各
地
域
の

緑
化
推
進
委
員
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〒
九
六
〇
―
八
〇
四
三

福
島
市
中
町
五
―
一
八

（
福
島
県
林
業
会
館
内
）

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協

会　

緑
化
推
進
局 

緑
化
推
進
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
四
―
五
二
四
―
一
四
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
四
―
五
二
一
―
三
二
四
六

平成27年度「春季緑の募金」実績

※街頭募金にイベント募金、常設募金等を含む。

No.195
緑の募金コーナー

単位：円

平
成
二
七
年
度
春
季
緑
の
募
金

実
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

～
多
く
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　�

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
～
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て
東
側
の
尾
根
上
の
空
堀
跡
と
考
え
ら
れ

る
凹
地
の
上
部
に
生
育
し
、
樹
齢
は
約
四

〇
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
巨
樹
で
あ
る
。

　

昭
和
五
八
年
二
月
十
七
日
に
福
島
県
緑

の
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
平
成
二
年
四
月

一
日
に
二
本
松
市
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　

樹
種
は
、
バ
ラ
科
ナ
シ
属
の
ヤ
マ
ナ
シ

で
、
本
州
か
ら
九
州
に
分
布
す
る
落
葉
高

木
で
あ
る
。

　

形
状
寸
法
は
、
樹
高
一
五
・
八
〇
㍍
、

根
元
周
四
・
九
〇
㍍
、
幹
周
四
・
三
〇
㍍

の
単
幹
の
巨
樹
で
あ
る
。
枝
張
り
は
、
東

一
〇
・
二
〇
㍍
、
西
一
三
・
六
〇
㍍
、
南

九
・
五
〇
㍍
、
北
一
二
・
七
〇
㍍
と
平
均

的
に
四
方
に
枝
を
伸
ば
し
樹
冠
を
大
き
く

広
げ
、
こ
ん
も
り
と
し
た
美
し
い
自
然
樹

形
を
呈
し
て
い
る
。

　

樹
勢
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
が
、
樹
冠

頂
部
に
中
太
枝
の
枯
損
が
見
ら

れ
る
ほ
か
、
樹
冠
先
端
部
に
小

枝
の
枯
損
が
あ
り
、
衰
退
の
兆

候
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
、
本
樹
の
南
側
が

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
で
、
こ
の
モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク
が
本
樹
の
根
元
ま

で
進
入
し
て
き
て
い
る
ほ
か
、

樹
冠
を
被
圧
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

　

ヤ
マ
ナ
シ
は
白
色
の
花
を
つ

け
る
が
、
本
樹
は
白
い
花
を
五
月
上
旬
に

咲
か
せ
、
開
花
期
に
は
全
体
が
真
っ
白
に

な
る
く
ら
い
見
事
と
な
る
。
ま
た
、
ピ
ン

ポ
ン
玉
く
ら
い
の
実
が
十
月
初
旬
に
は
黄

褐
色
に
熟
し
、
ち
ょ
う
ど
金
色
の
鈴
を
樹

冠
一
面
に
ぶ
ら
さ
げ
た
よ
う
な
見
事
な
景

観
と
な
る
。
熟
し
た
果
実
は
固
く
て
ま
ず

い
と
言
わ
れ
る
が
、
私
は
小
さ
い
頃
か
ら

ず
い
ぶ
ん
食
べ
た
が
、
甘
酸
っ
ぱ
く
て
美

味
し
い
と
思
う
。
果
実
は
ジ
ャ
ム
や
果
実

酒
に
も
使
わ
れ
、
果
樹
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
る
ナ
シ
は
、
こ
の
ヤ
マ
ナ
シ
か
ら
改

良
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ヤ
マ
ナ
シ
は
北
海
道
を
除
く
日
本
各
地

に
生
育
し
て
い
て
巨
木
も
多
い
が
、
本
樹

は
見
事
な
単
幹
樹
で
、
樹
勢
も
良
く
、

ど
っ
し
り
と
し
た
美
し
い
自
然
樹
形
は
見

事
で
、
単
幹
樹
と
し
て
は
日
本
一
の
ヤ
マ

ナ
シ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
舘
の
ナ
シ
ノ
キ
」
は
「
片
倉
の
ナ
シ

ノ
キ
」
と
も
呼
ば
れ
、
二
本
松
市
上
長
折

字
片
倉
地
内
に
生
育
し
て
い
る
。

　

生
育
地
は
、
二
本
松
市
東
部
の
旧
岩
代

町
の
中
心
地
小
浜
地
区
に
あ
り
、
戦
国
時

代
に
伊
達
正
宗
が
会
津
侵
攻
の
拠
点
と
し

た
小
浜
城
跡
の
東
尾
根
の
一
角
に
あ
た

る
。
地
名
の
「
片
倉
」
は
、
正
宗
の
重
臣

「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木　

― 

７ 

―

樹
木
医　

鈴　

木　

俊　

行

舘
の
ナ
シ
ノ
キで

あ
る
片
倉
小
十
郎
の
館
が
、
こ
の
尾
根

上
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
本
樹
は
、
小
十
郎
が
館
を
置
い

た
場
所
に
自
ら
植
え
た
と
い
う
言
い
伝
え

も
あ
り
、「
片
倉
の
ナ
シ
ノ
キ
」
と
呼
ば

れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

本
樹
は
、
小
浜
地
区
を
通
る
国
道
四
五

九
号
か
ら
小
浜
小
学
校
の
前
を
通
り
過
ぎ



林業福島　平成27年10月１日発行（第三種郵便物認可）

9―　 ―

　喜多方市の栽培わらびについて、平成24年５月17日より原子力災害対策特別措置法に基づき出荷制限が指

示されましたが、今年の５月15日に栽培わらびの安全性が確認され、出荷制限が解除されました。山菜類の

解除の指示は、全国で初めての事例です。

　当事務所では平成25年度から喜多方市と連携して、出荷制限解除に向けた取り組みを開始し、わらび生産

者情報の把握や圃場の空間線量率、土壌中放射性セシウム濃度の測定、わらびモニタリング検査検体の採取

等を行いました。併せて生産者から放射性物質対策に係るカリ施肥量について質問があったことから、まず

は、圃場毎の状況を把握するため、事務所独自に喜多方農業普及所の協力を得て全圃場の土壌中交換性カリ

含量を測定し施肥量について指導しました。そして、これらの調査等を通じて、生産者18名に対し福島県林

業技術指針（特用林産：わらび）に基づく肥培管理や除草方法等についても指導を行い解除されたところです。

　また、平成24年６月より喜多方市内に「わらび実証試験地」を設定して、カリ施肥、耕耘等の実施の有無

による、わらび放射性セシウム濃度への影響等について比較検証しています。

　今後は、これらの検証結果を生産指導に役立てるとともに、今年の秋には、わらび生産者を対象とした圃

場管理に関する現地研修会を開催する予定です。引き続き、安全、安心かつ品質の良いわらびが生産される

ように支援していきたいと考えています。

　この春、出荷制限解除を受けて４年ぶりに管内の直売所に喜多方市産わらびが並びました。その姿は他の

農産物と比べて誇らしく輝いても見えました。当管内では原発事故以降、生産意欲が低下している山菜やき

のこ生産者も多いことから、今回のような取り組みが少しでも生産者の励みとなることを期待しています。

栽培わらびの出荷制限解除に
向けた取り組みについて ■会津農林事務所

� 林業普及指導員　益　子　利　江

普及指導員通信

栽培わらびが出荷解除となった新聞掲載記事

解除に向けた説明会状況 試験地調査状況

現地調査及び指導状況
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団体のページ
　

白
河
支
署
の
取
組
か
ら
一
つ
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
道
一
一
八
号
線
を
会
津
方
向
に
進

み
、
天
栄
村
の
羽
鳥
湖
を
過
ぎ
る
と
鶴
沼

川
の
対
岸
に
大
き
な
崩
壊
地
が
見
え
ま

す
。
こ
こ
が
戸
倉
山
復
旧
治
山
工
事
の
現

場
で
す
。

　

平
成
二
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
そ
の
後
の
余

震
及
び
降
雨
に
よ
り
崩
壊
し
た
も
の
で
、

崩
壊
地
の
面
積
は
一
・
五
〇
㌶
、
標
高
差

は
約
一
八
〇
㍍
あ
り
ま
す
。
崩
壊
地
の
下

方
に
あ
る
県
道
が
崩
壊
土
砂
に
よ
り
寸
断

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
崩
壊
が
拡
大
す
る

と
鶴
沼
川
に
崩
落
土
砂
が
流
入
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
河
川
閉
塞
を
未
然
に

防
止
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
加
え
て
、

国
道
か
ら
一
望
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

平
成
二
四
年
度
か
ら
復
旧
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

復
旧
工
事
は
、
上
部
崩
壊
を
防
ぐ
た
め

に
上
部
か
ら
不
安
定
な
岩
石
等
を
削
り
取

り
斜
面
を
整
形
（
法
切
工
）、
モ
ル
タ
ル

を
吹
付
て
被
覆
す
る
こ
と
（
現
場
吹
付
法

枠
工
）
か
ら
始
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

最
大
傾
斜
七
〇
度
、
標
高
差
一
八
〇
㍍
の

長
大
な
斜
面
で
す
の
で
、
危
険
度
が
高
い

高
所
作
業
と
な
る
こ
と
か
ら
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
（
高
所
法
面
掘
削

機
、
略
称
Ｒ
Ｃ
Ｍ
）
と
い
う
機
械
を
用
い

て
掘
削
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｒ
Ｃ
Ｍ
は
従
来
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
ウ
ィ

ン
チ
を
搭
載
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
支

え
て
、
斜
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
し
て
掘

削
作
業
す
る
機
械
で
す
。
Ｒ
Ｃ
Ｍ
に
は
搭

乗
運
転
タ
イ
プ
と
ラ
ジ
コ
ン
運
転
タ
イ
プ

が
あ
り
、
こ
の
現
場
で
は
両
タ
イ
プ
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
現
場
吹
付
法
枠
工
は
人

力
施
工
で
す
。
な
お
、
資
材
等
の
運
搬
は

モ
ノ
レ
ー
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
中
段
部
分
の
法
切
工
と
現

場
吹
付
法
枠
工
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国

道
脇
に
車
を
止
め
斜
面
を
見
つ
め
る
人
が

絶
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
下
部
斜
面
の
施
工
に
当
た
っ
て

は
、
上
部
に
比
べ
る
と
傾
斜
が
緩
や
か
に

な
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
林
地
の
景
観
と
調

和
を
図
る
た
め
に
植
生
を
導
入
す
る
工
法

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
安
全
第
一
で
工
事
を
進
め
、

平
成
三
〇
年
度
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

施工地全景

ロッククライミングマシーン

戸倉山復旧
治山工事

福島森林管理署
白河支署

森林管理署メモ
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県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
は
、
県
の
補
助

事
業
「
ふ
く
し
ま
型
Ｃ
Ｌ
Ｔ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
」
を
活
用
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）

の
普
及
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
検
討
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
産
学
官
の
連
携
に

よ
り
需
要
と
供
給
の
両
面
か
ら
、
推
進
の
た

め
の
方
策
を
探
る
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど
作
業

部
会
と
な
る
供
給
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ
Ｇ
）
の
初
会
合
（
写
真
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

１
．
ふ
く
し
ま
型
Ｃ
Ｌ
Ｔ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

⑴　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
等
の
実
現
可
能
性
調
査
等

　
　

県
に
よ
る
公
募
に
よ
り
九
月
上
旬
、
調

査
委
託
企
業
が
㈱
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
㈱

日
本
経
済
研
究
所
共
同
体
に
決
ま
り
ま
し

た
。
森
林
資
源
の
実
態
調
査
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
製

造
施
設
の
実
現
可
能
性
調
査
な
ど
を
行

い
、
福
島
県
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
推
進
計
画

を
ま
と
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

⑵　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
推
進
に
向
け
た
取
組
検
討
と
普

及
へ
の
支
援

　
　

県
か
ら
県
木
連
へ
八
月
七
日
補
助
金
が

交
付
さ
れ
、
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

①
産
学
官
連
携
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
推
進
検
討
委

員
会

　
　

供
給
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
と

需
要
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
設

置
す
る
と
と
も
に
二
つ
の
Ｗ
Ｇ
を
ま
と
め
る

委
員
会
を
設
け
、
統
括
を
坂
本
雄
三
氏
（
建

築
研
究
所
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ア
．
供
給
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
　

素
材
の
生
産
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
ラ
ミ
ナ
供
給
体

制
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
造
工
場
設
置
な
ど
に
つ
い

て
検
討
。
有
馬
孝
禮
氏
（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）
を
座
長
に
一
回
目
の
検
討
会
を
九

月
三
日
（
木
）
に
実
施
し
た
。

　

イ
．
需
要
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
需
要
拡
大
に
向
け
、
建
築
設

計
基
準
や
民
間
建
築
物
へ
の
普
及
の
方
策

等
を
検
討
予
定
。
座
長
に
は
、
秋
元
孝
之

氏
（
芝
浦
工
業
大
学
）
を
選
び
、
一
回
目

の
検
討
会
を
九
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
る
。

②
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
・
普
及

　
　

技
術
研
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
設
計
・
建
築
士
等
へ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及

推
進
を
図
る
。

２
．
Ｃ
Ｌ
Ｔ
供
給
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
第

一
回
検
討
委
員
会
の
開
催

　

平
成
二
七
年
九
月
三
日
、
ふ
く
し
ま
中
町

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⑴　

メ
ン
バ
ー

⑵　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
造
工
場
の
整
備
に
向
け
た
課

題
等

①
福
島
県
の
特
徴

・
九
州
三
県
と
東
北
四
県
は
日
本
を
代
表
す

る
ス
ギ
の
資
源
県
で
あ
り
、
福
島
県
に
お
い

て
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
核
と
し
て
林
業
・
木
材
産
業
の

再
興
を
図
る
こ
と
は
、
県
産
ス
ギ
の
可
能

性
を
含
め
意
義
あ
る
こ
と
。

・
特
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
木
材
を
使
お
う
と
す
る
に

は
林
家
、
素
材
生
産
業
者
、
各
種
木
材
産

業
の
強
い
連
携
が
必
要
。

・「
ふ
く
し
ま
型
」
と
は
福
島
県
に
合
っ
た

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
工
法
等
を
検
討
す
る
こ
と
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
全
て
の
関
連
産

業
の
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
。

②
Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
造
施
設
と
製
造
コ
ス
ト

・
現
在
は
九
州
と
中
国
地
方
に
二
ヶ
所
し
か

な
い
。
東
日
本
の
ど
の
県
で
手
を
挙
げ
る

の
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。

・
稼
働
率
等
を
考
慮
す
る
と
、
ど
の
程
度
の

規
模
の
工
場
と
す
る
の
か
。

・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
単
独
工
場
か
集
成
材
製
造
と
組

み
合
わ
せ
た
工
場
と
す
る
の
か
。

・
国
の
支
援
を
考
え
る
と
震
災
復
興
と
か
ら

め
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

・
欧
州
で
の
製
品
単
価
六
～
七
万
円
／
立
方

㍍
の
中
で
価
格
競
争
で
き
る
の
か
。

・
国
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
コ
ス
ト
低
減
に
は
国
内
で

の
需
要
拡
大
が
カ
ギ
。

③
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
木
材
）
の
需
要
創
出

～
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
需
要

量
を
ど
れ
だ
け
伸
ば
せ
る
か
～

・
直
近
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
そ
し
て

当
初
は
公
共
施
設
だ
が
波
が
あ
る
。
国
・

県
・
市
町
村
の
理
解
と
覚
悟
が
不
可
欠
。

・
既
存
の
建
築
工
法
等
と
の
組
み
合
わ
せ
で

民
間
需
要
へ
の
広
が
り
を
。

・
木
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
、
公
共
施
設
の

木
造
化
促
進
法
に
次
ぐ
新
た
な
法
律
の
制

定
を
働
き
掛
け
る
。

・
接
着
剤
等
の
資
材
か
ら
金
物
接
合
等
の
建

築
、
そ
し
て
道
交
法
な
ど
日
本
の
基
準
は

全
て
の
面
で
厳
し
す
ぎ
る
。

～「ふくしま型ＣＬＴ
チャレンジ事業」に
よるＣＬＴ推進に向
けた検討が始まる～

木連だより

福島県木材協同組合連合会

座長：東京大学　名誉教授　有馬孝禮
産：素材生産（福島県森林組合連合会、福島県素材生産協
　　　　　　　同組合）
　　製材加工・集成材（ダイテック、オノツカ、協和木材、
　　　　　　　藤寿産業、キクモク、芳賀沼製作、田村森
　　　　　　　林組合）
学：林業・木材産業（岩手大学農学部　伊藤幸男准教授）
有：製造・加工（日本CLT協会、福島県CLT推進協議会）
官：生産拠点・復興計画・林業振興（関係市町村、県農林
企画課・林業振興課）

オブザーバー：復興庁・林野庁ほか

林業・製材・行政等で生産、供給体制・工場設置を検討

供給WG

CLT供給ワーキンググループ第１回検討委員会
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六
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
二
一
㌫
増
（
前
年
比
四

㌫
減
）
の
二
四
、
三
八
八
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
二
〇
㌫
増
（
前
年
比
五
㌫
減
）
の
二
四
、

一
二
一
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
～
六
月
の
取
扱
量
は
、
入
荷
量
は
前
年
度
ほ
ぼ
同
量
の
一
六
一
、
七

八
二
立
方
㍍
、
販
売
量
は
昨
年
度
二
㌫
減
の
一
五
八
、
七
七
二
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

七
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
国
産
材
に
弱
気
配
が
続
い
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（７月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前月実
績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各
地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、
福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

 4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0）  7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0）  8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 12 （11～13） 0 10 （ 9～11） 0

【
初
め
て
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
を
訪
れ
た

娘
】

　

特
に
「
丸
太
切
り
ト
ラ
イ
ア
ル
」
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
交
流
会
に
参
加
し
、
以
前
、

「
緑
・
花
文
化
の
知
識
認
定
試
験
」
を
受

験
す
る
た
め
に
、
週
末
に
樹
木
図
鑑
を
片

手
に
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
を
何
度
か
訪
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
で
森
林
に
親
し
む

こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
森
と
遊
ぶ
交
流
会
」
に
参
加
し
て

　

全
国
植
樹
祭
開
催
記
念
の
「
森
と
遊
ぶ

交
流
会
」
に
家
族
で
参
加
し
ま
し
た
の

で
、
家
族
の
感
想
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
久
し
ぶ
り
に
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
を
訪

れ
た
妻
】

　

森
の
案
内
人
の
方
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
た

説
明
に
引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
森
の
中
を

散
策
で
き
た
こ
と
は
、
子
供
だ
け
で
な
く

大
人
も
、
驚
く
よ
う
な
知
識
が
得
ら
れ
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
で
は
、
な
か
な
か
体
験
で

き
な
い
丸
太
切
り
や
森
の
中
で
の
木
の
貯

金
箱
作
り
な
ど
、
初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
ば
か
り
で
、
夏
休
み
の
い
い
思
い

出
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
あ
ら
た
め

て
森
林
の
大
切
さ
を
考
え
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

が
継
続
的
に
開
催
さ
れ
、
子
供
た
ち
が
森

と
接
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
森
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
子
供
た
ち

が
も
っ
と
も
っ
と
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

鈴　

木　

浩　

治

県
北
農
林
事
務
所
森
林
林
業
部

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
 5～ 9

 4.00
並

ス　ギ
9 （ 8～10） 0 　（ 0～ 0） 0  8 （ 8～ 9） △　1  9 （ 8～10） 0

10～13 並 11 （10～12） 0  9 （ 9～ 9） 0  9 （ 9～10） △　2 10 （ 9～12） △　1

中

14～18

 3.00
並 ス　ギ 10 （ 9～12） 0 12 （12～12） 0  9 （ 9～10） △　1 10 （ 9～12） △　1

並 ヒノキ 12 （11～12） △　1 　（ 0～ 0） 0 14 （13～16） △　2 13 （11～16） △　1

 6.00
並 ス　ギ 15 （14～19） △　1  8 （ 8～ 8） 0 14 （14～15） △　2 14 （ 8～19） 0

並 ヒノキ 25 （24～25） 0 　（ 0～ 0） 0 22 （19～24） △　1 23 （19～25） △　1

20～28

 3.65 並 ス　ギ 10 （ 9～11） 0 11 （11～12） △　1  9 （ 9～ 9） △　1 10 （ 9～12） △　1

 4.00 並
アカマツ

 8 （ 8～ 9） △　1 　（ 0～ 0） 0  7 （ 6～ 8） △　1  8 （ 6～ 9） 0

 1.80 並  5 （ 5～ 5） △　1 　（ 0～ 0） 0  5 （ 4～ 7） △　1  5 （ 4～ 7） △　1

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 31 （27～35） 0 31 （27～35） 0

並 米マツ 35 （35～35） 0 29 （29～29） △　1 32 （29～35） 0 32 （29～35） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

 3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 28 （27～28） 1 28 （27～28） 1

 4.00
並 ベニマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 34 （28～39） 1 34 （28～39） 1

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 27 （25～28） 1 27 （25～28） 1
南
洋
材

70～90 8～14
並 ラワン 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

並 アガチス 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

パルプ
用　材

− −
並 マ　ツ 　（ 5～ 5） 0 　（ 0～ 0） 0  5 （ 5～ 5） 0  5 （ 5～ 5） 0

並 広葉樹 　（ 7～ 7） 0 　（ 0～ 0） 0  7 （ 7～ 7） 0  7 （ 7～ 7） 0
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株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定

表紙の写真

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
総
合
研
究
所
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

相

馬

雅

俊

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

　
け
ん
か
祭
り

「鎮守の森」
第29回ふくしま緑の写真コン
クールで入選を受賞した河野善
次さん（福島市）の作品。

　

十
月
第
一
土
曜
日
の
夜
は
「
飯
坂
け
ん
か
祭
り
」
だ
。『
地
車
祭
り
』（
大
阪
・
岸
和
田
）

『
飾
山
ば
や
し
』（
秋
田
・
角
館
）
と
と
も
に
日
本
三
大
け
ん
か
祭
り
の
異
名
を
と
る
。
い

つ
ま
で
も
祭
り
が
続
く
よ
う
に
と
神
輿
の
宮
入
り
を
阻
む
屋
台
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う

こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
云
わ
れ
る
。
六
台
の
太
鼓
屋
台
を
担
ぐ
大
勢
の
若
衆
は
、

各
町
内
に
若
連
や
睦
会
と
い
う
会
に
登
録
を
し
、
町
を
離
れ
て
い
て
も
、
祭
り
の
夜
に
は

屋
台
を
担
ぎ
に
こ
の
町
に
帰
っ
て
く
る
。
そ
し
て
負
け
じ
と
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
太
鼓
の
調

べ
は
京
都
・
祇
園
囃
の
流
れ
を
汲
み
、
三
百
年
余
の
伝
統
を
誇
る
。
揺
れ
る
提
灯
の
灯
明

と
人
々
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秋
の
夜
空
を
焦
が
し
、
太
鼓
の
音
が
大
地
を
轟
か
す
。
そ

の
音
の
う
ね
り
は
、
町
の
騒
音
を
一
瞬
に
し
て
消
し
去
り
、
飯
坂
の
湯
の
町
は
祭
一
色
と

な
る
。

　

日
本
に
は
、
春
夏
秋
冬
に
二
十
万
と
も
三
十
万
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
「
祭
り
」
が
あ

る
ら
し
い
。
人
々
は
、
祭
り
に
、
祈
り
・
感
謝
・
願
い
等
々
、
生
き
る
全
て
を
込
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
お
祭
り
の
威
勢
の
い
い
か
け
声
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
は
「
和
を
背

負
う
」
か
ら
転
じ
た
ら
し
い
。
背
負
う
も
の
は
、
祭
り
の
生
き
た
「
伝
統
」
や
「
心
意
気
」

だ
が
、
難
し
い
こ
と
は
さ
て
お
き
、
祭
を
楽
し
む
気
持
ち
が
一
番
な
の
だ
ろ
う
。
祭
を
楽

し
む
背
中
を
見
な
が
ら
次
の
世
代
が
育
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
祭
が
終
わ
っ
た
後
、
破
損
し
た
屋
台
は
修
復
さ
れ
、
来
年
の
本
番
ま
で
静
か

に
そ
の
身
を
休
め
る
。
そ
し
て
、
祭
が
終
わ
る
と
秋
は
一
気
に
深
ま
り
、
今
度
は
、
祭
を

静
か
に
見
守
っ
て
き
た
八
幡
神
社
の
樹
齢
百
年
ほ
ど
の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
見
事
な
色
づ
き
を

見
せ
る
。
そ
の
姿
は
、
祭
と
同
じ
く
ら
い
圧
巻
で
あ
る
。

�
（
都
）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

北関東支店　〒963-8052　福島県郡山市八山田 5-314
　　　　　　 TEL 024-973-5166　FAX 024-973-5168
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住化グリーン株式会社
本社　　　　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号 　　　　　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

ヤマビル対策に
マリックスター（駆除剤）

タケを駆除する
クロレートS

くん蒸用生分解性シート

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
X379301020
￥3,375,000（税抜）

RSP	 21BPX	 967159403
	 95VPX	 967159303
HS	 25AP	 967159104
	 91VXL	 967159204
HM	 21BPX	 967159404
	 95VPX	 967159305

SR3000-2
竹もOK!

出力　22.3kW（質量1,330㎏）

最大処理径

180㎜

GZ3900EZ
排気量　39.1㎤（質量4.4㎏）

￥108,000（税抜） 45㎝（18"）
RSP	 21BPX	 967160502	
	 95VPX	 967159902
HM	 21BPX	 967160504
	 95VPX	 967159904

GZ4300EZ
排気量　43.1㎤（質量4.4㎏）

￥133,700（税抜）
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